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あらまし：高知県の中山間地域における高等学校では，過疎化による著しい生徒数の減少を踏まえ，遠隔

合同授業の導入によって教員不足を補うことで学校の存続を図る施策を進めている．本稿では教師教育

の立場から，小規模校での新しい教育方法に対応した指導力向上を目指し，研究授業を対象としたレビュ

ー支援システムとその中心となる電子化学習指導案の提案，およびその試作について述べる． 
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1. はじめに 
高知県では著しい過疎化により，中山間地域での

高等学校の存続が困難になっている．今後 10年間で
県立高等学校 37校のうち約 3分の１にあたる 13校
が「１学年１クラス 20名以上」を条件として，特例
により維持される小規模校となることが想定されて

おり，高知県教育委員会は遠隔合同授業の導入によ

り対応を図ることを決定している．また高知県では

教員の大量退職・採用の時期を迎え，若年教員の早

期指導力向上が求められており，小規模校であるこ

とに起因する教師教育の問題がより顕著になること

が予想される．そこで，本研究では教師教育として

の研究授業に着目し，遠隔合同授業を含む研究授業

を対象として遠隔非同期によるピアレビューを可能

とする研究授業レビュー支援環境の実現を目指す． 
 

2. 小規模校における研究授業の現状調査 
本研究では，昨年度小規模校における教師教育に関

する現状把握を目的に，県教育委員会の協力のもと

県立高校 6校において，教員 121名，学校長 6名の
計 127名を対象とした研究授業に関するアンケート
調査を行った．本調査により，ベテラン教員と若年

教員の双方が研究授業により指導力向上を感じてい

ることが示された．しかし，通常授業や校務と並行

して行われるため，見学者は自身のクラスに自習な

どを課して参観するなどの苦労があることが分かっ

た．学校長や管理職であるベテラン教員が参観する

ことが多いが，小規模学校では多忙によりベテラン

教員の参加は難しく，さらに経験の浅い若年教員は，

自身の授業と校務に追われ参加する余裕がない状況

も見られた．また，他校の教員が参加する研究授業

の開催頻度は年１回程度しかない．以上の問題は，

生徒数の減少に伴う教員数の減少と中山間地域であ

ることの地理的要因などに起因しており，教師教育

の観点から改善が望まれていることが分かった． 

 
3. 研究授業レビュー支援環境 
本研究では，前章で述べた調査結果を踏まえ，新

しい教育方法の導入による教員への負荷軽減も考慮

の上，小規模校における教師教育の質的向上を目指

し，研究授業を対象としたピアレビュー支援システ

ムの構築を行う．筆者らの研究室では，これまでプ

レゼンテーション・リハーサルを対象としたピアレ

ビュー支援環境の構築(1)を行なっており，その成果

を更に発展させ，教師教育を支援するための研究授

業レビュー支援環境の構築を目指す． 
本研究では図１に示す構成による研究授業レビュ

ー支援システムを提案する．本システムでは，授業

者が電子的に作成した学習指導案を用いて研究授業

を行い，参観者はノート PC やタブレット上でレビ
ュー用に開発する専用アプリケーションを用いてア

ノテーション作成を行うことでレビューを実施する．

授業の様子は複数のカメラで収録され，授業後の検

討会でレビュー結果と合わせて利用するとともに，

授業後もサーバから配信を行うことにより授業を再

現し，遠隔地から非同期的に研究授業に参加して，

オンライン上での検討会に参加することもできる． 
 

 
図 1 研究授業レビュー支援環境の構成 

 
4. 電子化学習指導案 
一般に電子化には情報活用の幅を増やし，保管場

所の削減効果など複数の利点が知られている(2)．提
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案するレビュー支援システムでは，授業者によりあ

らかじめ作成された電子化指導案を中心としたピア

レビュー支援環境を提供する．そのために，まず本

研究では，ワープロ書きのフォーマットを用いて作

成されてきた学習指導案をデータとしてシステム内

で活用するための電子化学習指導案を提案する． 
4.1 電子化学習指導案のフォーマット． 
学習指導案の電子化を取り組むにあたり，従来の

学習指導案のフォーマットは適していなかったため，

新たなフォーマットの検討を行い，電子化学習指導

案作支援ツールを開発した．学習指導案作成の目的

には参観者の授業理解の手助けだけでなく，個々の

児童生徒等の学びの履歴を管理する目的もある(3)．

ゆえに随意なフォーマットで作成することはできな

いため，各県の学習指導案のフォーマットを精査し，

電子化学習指導案のフォーマットを検討した．電子

化学習指導案への記載項目を表 1に示す． 
 

表 1 電子化学習指導案への記載項目 

 
 

4.2 電子化学習指導案作成支援ツールの試作 
本研究では前節で述べた電子化学習指導案を作成

するため，図 3に示す学習指導案作成支援ツールを
試作した．学習指導案作成支援ツールは主に以下に

示す２つの機能を備える． 
（１） 有向グラフの描画機能： 
	 授業展開を有向グラフで表現することで，非線形

的に授業展開を表現できる．従来の線形的な表現に

比べ，より繊細な授業の展開を記述できる．また教

員，生徒の各所作をノードとして定義し，各ノード

には，より詳細な情報を追加可能とする． 
（２） 記載項目に対する検索への対応機能 
	 特に若年教員が指導案を作成する際に，他教員の

指導案を参考として使用できるよう，記載内容に対

する検索利用を可能とする． 
 

 
図 3 電子化学習指導案作成支援ツール 

 
5. 有効性の検証 
前章で述べた電子化学習指導案作成支援ツールを

用いて，電子化学習指導案および電子化学習指導案

作成支援ツールの有効性を検証した．教職課程を履

修している高知大学生 3名が過去に作成した学習指
導案を見ながら，電子化学習指導案作成支援ツール

を使用して同等の学習指導案が作成可能か検証した

結果，3 名とも持参した学習指導案と同等の電子化
学習指導案の作成が可能であった．しかし各単元の

評価基準などの不足する項目もあり，フォーマット

について再検討が必要であると分かった．また操作

方法について何度も質問されたため，インタフェー

スについても同様に検討が必要と分かった． 
また事後アンケートにおいては，学習指導案の電

子化に対する反対意見はなく，学習の展開を有向グ

ラフで表すことについては好印象を得た．学習指導

案の電子化に対する抵抗感は薄く，より設計を洗練

することにより実用化は可能であると考えている． 
 
6. おわりに 
本報告では，研究授業レビュー支援システムと電

子化学習指導案の提案，および指導案作成ツールの

試作検証について述べた．今後は，電子化学習指導

案フォーマットの再検討を行い，それにもとづく学

習指導案作成支援ツールの開発を進める予定である． 
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